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５．研究・調査の目的 

本研究では，津波被害と市街地構造の関係について調査・解析を行い，今後の復興や津

波防災効果の高い市街地形成に関して知見を得ようというものである．①津波被害の直近

に撮影された各種の衛星画像・空中写真，数値地図データ，標高データなどを用いて津波

被害の程度を把握し，津波高さや市街地特性の関係を分析する，②現地調査によって，建

物被害に対し，津波流体力，静水圧，地震動，液状化などの何が支配的か，被害程度や建

物分布との関係から調査する，③建物モデルも考慮した津波遡上数値シミュレーションに

よって，各建物に作用する津波外力を推定し，被害結果と照査する，の３項目を実施する．

これらの目的を達成するために，日本と米国の研究者からなる合同チームによって，東日

本大震災の被災地の現地調査を行うとともに，衛星画像解析や津波数値シミュレーション

を実施し，津波被害と市街地構造の関係に関する知見を得て，今後の津波防災に役立てる

ことを目的としている． 

 

 

６．研究・調査の成果 

 ６－１ 研究・調査の成果 



 ２ 

日米の合同チームによって 2011 年東北地方太平洋沖地震の津波被災地の現地調査を実施

し，浸水状況や建物被害状況に関して膨大なデータを収集することができた．また，日本

や欧米の宇宙機関が取得した衛星画像の入手に務めた．これらのデータを比較することに

よって，津波被害の分布と程度を詳細に把握し，市街地構造との津波被害の関連性を示し

た．日本側はビデオ解析により，津波の陸上伝播における動特性を把握することができ，

また衛星画像により，津波湛水域の把握と建物被害把握を行うことができた．米国側は，

今回初めて大規模な津波被害データを初めて取得することができ，共同研究の成果を用い

て，米国の津波被害予測モデルへの実装を進めている． 

米国と欧州では，現在，世界の地震被害予測モデルを構築する動きが進んでいる．その

ような中で，日本のように詳細な津波の伝播や破壊力のデータを保有する国はなく，今後，

これらの国と一層交流を深めることで，世界の地震・津波工学研究分野でのイニシアチブ

を取ることが重要と思われる．また，近い将来日本を襲うと予想される海溝型巨大地震に

よる被害を予測し，対策を構築する上で，本研究の成果は大いに役立つことが期待される． 
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